
                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

早いもので、もう2学期もあと２ヶ月となりました。保護者の方から見て，今のお子さんの学習の取り組みの
姿勢はいかがですか？例えば、次のような様子は見られませんか？ 
   
 ・家に帰ってきても全然勉強している様子が見られない。宿題ちゃんと出せているの・・・？ 
 ・宿題はやっているみたいだけど、何だか中身がないような・・・。ちゃんと身についているのかな？ 
 ・テレビやゲーム、スマホの時間が長い。声をかけても無視されるし、お手伝いも減ってきたような・・・。 
 ・SNSを始めたのはいいけど、夜中までやりとりしてる。絶対寝てないし、授業中寝てるんじゃ・・・？ 
 
1 学期の「家庭での時間の使い方調査①・②」でも，夏休み明けの健康調べでも見えてきた宝達中生の心配な

点は「ネット依存・ゲーム依存の増加と生活リズムの乱れ（就寝時間の遅さ）」です。 
学校での学習の様子を見ていると、一部で「夏休みからの生活リズムの乱れがまだ回復せず、学習に気持ちが

向かなくなっているのかな」と感じることがあります。例えば、スマホやゲームを触っている時間が長くなり、
提出物がなかなか期限内に出せない、勉強していても集中して取り組む姿が見られない（ぼーっとしている、居
眠りする）、タイムくんに記入してある就寝時間が遅いなどです。 

 
2018 年 6月に，世界保健機関（WHO）において， 
【「たまにある」というのではなく、長い間、ゲームのやりすぎで学校に行けなくなるなど日常生活に支障が続

く場合、それはゲーム障害（日本ではゲーム依存症と呼ばれる）という病気である】 
と，国際的に認知されました。つまり、アルコール中毒・ニコチン中毒・ギャンブル依存症と同じ病気の扱い

を受けるようになったのです。日本ではこのゲーム障害だけでなく，ネット依存も含めた数値が出ており，中高
生だけでも 93万人(2019 年度)と年々増加の一途をたどっています。（裏面下を参照）また、それらの世界での
誹謗中傷、いじめが増加していることはご存じの通りです。 

 
特に，大人よりも子どもの方が，症状の進行が早く，多くの場合学業に支障を来してるケースが多いです。裏

のセルフチェックシートで，ぜひ親子でセルフチェックをしてみてください。そして，もし数値が高いようでし
たら，この機会にご家庭でスマホ・ゲーム使用と危険性について話し合いましょう。ゲームをすること自体を否
定せず、どうしたらより良い使い方になるかを、子どもさんの意志を確認しながら選択させましょう。選択した
ことには責任がともなうことも伝えます。それを守ることが自主性を育てるでしょう。そうすれば、「勉強しなさ
い！」という責め句が減ります。「勉強しなさい！」は子どものやる気を削ぐワードです。 
 

                1 日に西岡壱誠氏による 2回目の講演会が２，３年生を対象に行われまし 
①自分の           た。そこでも、なぜ勉強するのか、宿題（自主勉強）の大切さ、良い点数を 
 実力を           とるにはどうすれば良いかということを演題にお話がありました。 
 正確に             
 分析             やらされる勉強は「作業」であって本当の勉強ではない、自分からやる勉 
               強が本当の勉強であり、良い点数をとりたいなら戦略的思考力を高め、正し 
               く努力することが大切とのことです。 
 
                では、戦略的思考とは何か？ですが、左図のように 
               まず①自分の現状を分解して把握（何ができているか、 
               どこでつまずいているのか）し、②理想を具体的に 
               （○○点をとるためには国語で○点、社会で○点 
               とる）もち、③それを達成するためのムダのない 

方法と時間を考えることを言います。ただなんと 
               なく良い点をとりたい、ただなんとなく宿題をす 
②理想（具体的な目標）をもつ るでは伸びないのです。 
              

1・2 年生のうちから，「どんな道に進みたいのか？」 
そのためには「どこの学校を受ける必要があるか？」 
「どれくらい学習が必要なのか？」「勉強時間はどれくらい家庭でとるべ
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きか」など，子どもたちのこれからを見通して、戦略的に進路のサポートをされてください。 
 
子どもたちにも、2学期後半は中間テストの反省を踏まえ、これからどうすべきか考えてもらい、行動に移し

てもらいたいと思っています。3年生は進路の実現に向かって受験勉強と日々の勉強を両立させましょう。また
2 年生は新しく始まった習熟度別スタディ、1 年生は基礎整理での復習が始まりました。自分の苦手をしっかり
把握し、克服できる大切な時期です。自分のために実力をたくわえましょう！ 
 
 
 
 

国内中高生7人に 1人が
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友達とのトラブル 
中学生 12％ 

授業中の居眠り 
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中学 3 年生で 59％ 
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